
東日本大震災 被災寺院現状報告 

 

寺院：宮城県第９教区第２３７番円通院 

住所：宮城県大崎市三本木新沼二又１４５ 

 

寺院の被害 

・ 地震により、本堂が半壊した。 

・ 境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・ 本堂は基礎部分が破損した為、解体し建て直すことになった。 

・ 檀信徒の離散、経済的問題を心配している。 

檀信徒の現状 

・ 震災で自宅に住めなくなった檀信徒がいるが、居住先はほぼ把握できている。 

・ 複数の離檀がある。 

地域の現状 

・ 地域集落には約３０戸の家屋がある。その内７～８割が損壊し、２～３軒が

倒壊している。 

復興の状況 

・ 復旧の目途は立っている。基礎工事が終了し、２割程度進んでいる。３年以

内の復旧完了を予定している。 

（Ｈ２５.８.３０現在） 

     

（撮影Ｈ２５.１０.１０）

 


